
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■ 仕  様 
型  式 ＺＰＤ－２３ 

定格電圧 ７．２ｋＶ 

相  数 ３相 

静電容量 ２５０ｐＦ／１相 

定格周波数 ５０／６０Ｈｚ 共用 

耐 電 圧 
高圧側端子と低圧側端子・大地間

ＡＣ２２ｋＶ／１分間 
ＤＣ６０ｋＶ／１０秒間 

低圧側端子と大地間 ＡＣ２ｋＶ／１分間 

絶縁階級 ６号Ａ 

絶縁抵抗 高圧側端子と低圧側端子・大地間 ＤＣ１０００Ｖメガー２０ＭΩ以上

質  量 約８ｋｇ（碍子３個、変換器ボックス１個、断路機能３相） 

使用温度範囲 －２０～６０℃ 

使用場所 屋内（気中） 

■ 性  能 
ＳＨＧ－Ｍ１１との組合せによります。 

零相電圧 整定値に対して±２５％ 

動作位相角 

非接地系 
遅れ４５°±２０°

進み１３５°±２０°

ＰＣ接地系 
遅れ７０°±１５°

進み１１０°±１５°

温度特性 
零相電圧値 

整定値に対して 
±１５％ 

位 相 角 ±１０° 

周波数特性 

条件：商用周波数の±３Ｈｚに 
対して 

零相電圧値 ±１０％ 

位 相 角 ±１０° 

無電圧開閉性能 １００回以上 

 

ＳＨＧ形地絡方向継電器用 （断路機能付） 

零相基準入力装置 ＺＰＤ－２３形 

■ 特  長 
・３極が同時にフック棒で操作できる連動式で、操作と保守が安全で簡単です。 
・ＺＰＤと断路器が一体化されているので、断路器が不要です。 
・ロック機構付なので、保安は万全です。 
・試験電圧（Ｔ－Ｅ間）は等倍となっていますので、全タップの電圧試験が行えます。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■ 内部接続図 

 

■ 使 用 例 

Ｖｏ：試験電圧 
 Ｔ－Ｅ間 高圧一括とも

５％＝１９０Ｖ

2012－12

付属シール 

■ 取扱い、使用上の注意事項
１．碍子相互間及び変換器ボックス間は、接続済みです。そのまま使用して下さい。 

２．継電器と変換器ボックス間の配線は１０ｍ以内とし、撚って下さい。また、１０ｍを超える場合にはシールド線を使用し、

シールド線の継電器側を接地して下さい。 

３．正しい試験電圧にて試験が行えるように、右図の付属シールを配電盤正面 

の試験端子（Ｔ－Ｅ）に貼り付けて下さい。 

■ 外 形 図 


